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オ セ ア ニ ア 民 族 資 料

   収 集 調 査 記

石  森  秀  三*

ま え が き

 1975年10月 中旬 か ら12月 下 旬 まで の70

日間,わ た しは,国 立 民族 学 博 物 館 の 民

族 資 料 収 集 調 査 メ ンバ ー の一 員 と して,

オ セ ア ニ ア地 域 に 派遣 さ れ た 。

 今 回 の旅 で は,オ ー ス トラ リア,ニ ュ

ー ジ ー ラン ド
,フ ィー ジ ー,西 サ モ ァ,

トンガ,マ ー シ ャル諸 島 な ど で,民 族 資

料 収集 調 査 の仕 事 に 従 事 した 。 これ らの

各地 で仕 事 をす す め る上 で,多 くの ひ と

び との ご協 力 を えた 。 ニ ュー ジー ラ ン ド

で は,D. R. Simmons博 士(Auckland

Institute and Museum),L.H, Williams

氏(Fisher and Peykel社), Kuru

waaka氏 とJ. Taiapa氏(と も に

Maori Arts and Grafts lnstitute)。 フ ィ

ー ジー で は,鈴 木 猛 博 士(国 連 世界 保健

機 関)。 サ モ アで は,大 石 敏 雄 氏(ト ラ ン

ス ・パ シフ ィ ク・デ ィベ0ッ プ メ ン ト社),

Saver Malietoa氏,吉 川浩 史 氏(青 年

海 外 協 力 隊 西 サ モ ア駐 在 調 整 員)。 トン

ガ で は,Sione Moniate氏 は じめバ ベ

ル ロ ト村 の皆 さん,川 上晋 氏(国 際 協 力

*国 立民族学博物館第4研 究部
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事 業 団 派遣 専 門家)。 マ0シ ャル 諸 島で

は,具 志 忠 太 郎 氏,Shigeru Chutaro

氏 は じ め タカ イ ワ島 の 皆 さん,Tarawij

Bohanny氏,平 間 宏 治 氏(南 洋 貿 易

k.k.マ ジ ュ ロ駐 在 員)。 以 上 の か た が た

には た い へ ん お世 話 に な った 。 と くに 記

して,感 謝 の意 を表 して お きた い 。

1.三 つ の辞 令

 出発に先だって,梅 樟忠夫館長か ら,

3つ の辞令を手渡された。まずはじめに,

資料収集臨時資金前渡官吏を命ずるとい

う辞令,つ いで分任契約担当官および分

任物品管理官を命ずるという辞令である。
一度に3つ もの官職を与えられたが,そ

のどれもが生れてはじめて耳にす るもの

ばかりである。そこで,こ れらの辞令の

意味するところを少 し調べてみた。

 その結果,つ ぎのことがわかった。ま

ず,資 料収集臨時資金前渡官吏という辞

令は,外 国で 民族資料 を 購入するため

の資金の交付を受け,そ の資金をもって

現地で現金支払することを,一 定 期 間

(外国出張期間中)に かぎり臨時に委任

されたことを意味している。そして,分

任契約担当官という辞令は,今 回の外国

出張期間中にかぎり,現 地における民族

資料購入の契約に関する事務の管理を委

任 されたことを意味している。同様に,

分任物品管理官という辞令は,今 回の外

国出張期間中に購入 した民族資料などの

物品の管理を委任されたことを意味して

いる。

 なぜこのような辞令が発令されたかと

いうことについては,も う少し説明を加

える必要がある。今回,国 立民族学博物
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館の民族資料収集調査に派遣 されること

になったメンバーは,す べて研究部の教

官たちである。 ところが,教 官は,も っ

ぱら研究 ・教育に従事することを職務 と

しており,現 金の出納保管や契約事務の

管理などを本務 とはしていない。そのた

め,理 想論からすれば,海 外における民

族資料収集の仕事は,外 国の民族資料に

ついて豊富な知識をもつ教官と事務の管

理について豊富な経験をもつ事務官がチ

ームを組んで,業 務を遂行できれば最善

である。しかし,予 算などの都合で,そ

れはいまだ実現できない。そこで,次 善

の策 として,外 国の民族資料についてく

わ しい知識をもつ教官のみをまず派遣す

ることになった。それにともない,派 遣

される教官たちは,外 国出張期間中にか

ぎり,収 集資金の出納 ・保管と資料購入

契約に関する事務の管理 と購入物品の管

理を委任 されたわけである。

 上記の3つ の辞令をうけた,資 料収集

メンバ0の 教官たちは,出 発を前にして,

収集業務に関するオ リエンテーションを

受けた。そこで,収 集業務遂行上,不 可

欠であるとされる,多 くのことを教えら

れた。まず,資 料購入費および謝金の出

納保管には細心の注意をはらうこと。つ

いで,現 地通貨への換金に際しては,か

ならず交換計算書をもらうこと。現地政

府か ら,民 族資料の収集許可および輸出

許可をとること。資料は適正価格で購入

すること。現金出納簿は,毎 日,記 帳す

ること。資料を収集 したら,す ぐに収集

カー ドに必要事項を記載 し,そ れに荷札

をつけて,ポ ラロイ ド・カメラで写真を

とること。物品管理補助簿および消耗品

受払簿は,そ のつど記帳すること。収集

した資料の日本への輸送については,現

地 で信 用 の あ る輸 送 業者 を探 して 交 渉 す

る こ と。 収 集 した資 料 は か な らず,昭 和

50年 度 内 に博 物 館 に到 着 す るよ うに手 配

す る こと。 博 物 館 との 連絡 を お こた らな

い こ と。 以 上 の ほか に,数 え あ げ れ ば き

りの な い ほ ど 多 くの注 意 事項 を教 え こま

れ た 。

 そ の うえ に,出 張 期 間 は70日 とい う短

期 間 で あ り,そ の間 に,オ ー ス トラ リア,

ニ ユー ジ ー ラ ン ド,西 サ モ ア,ト ンガ,

マ ー シ ャル諸 島 な どで,民 族 資 料 の 収集

調 査 を しな け れ ば な らな い 。相 当 な ハ ー

ド ・ス ケ ジ ュ ール と な りそ うだ 。

 これ らの オ リエ ンテー シ ョンを 受 けて

い る う ちに,わ た しの頭 の か た す み に あ

った,南 太平 洋 の ど こ まで も清 く澄 み わ

た った 青 空 が,だ ん だん と灰 色 に変 色 し

て ゆ くの で あ った。 ど うや ら,わ た しは,

一 筋縄 で は い か な い仕 事 を ひ き う けて し

ま った よ うだ 。

2. ニ ュrジ ー ラ ン ドに て

 1975年10月.:の 夜,わ た しは羽 田空

港 よ り,最 初 の 目 的地 で あ る オ ー ス トラ

リアに む けて 飛 び立 った。 機 中泊 で,翌

朝,ゾ ドニ ー 空港 に到 着 。 そ こか ら,す

ぐに 首 都 の キ ャ ンベ ラに 飛 ぶ 。 キ ャ ン ベ

ラに は,2日 間 滞 在 して,オ ー ス トラ

リ ア 国 立 大 学(Australian National

University)の 太 平 洋 地 域 研 究 所

(Research School of Pacific Studies)を

訪 問 す る と と もに,オ セ アニ アの 諸 民 族

に関 す る文献 資料 を多 数 購 入 す る。

 つ い で,キ ャ ンベ ラの 仕 事 を 終 え,10

月21日 の 夕方,ニ ュー ジー ラ ン ドの オ ー

ク ラ ン ド空 港 に到 着 。5年 ぶ りの ニ ュー

ジー ラ ン ドで あ る。 わ た しに と って,ニ

ュー ジー ラ ン ドは思 い 出深 い 国 で あ る。

             づ
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図1 オセアニア民族資料収集調査旅程 図

大学 卒業 後,す ぐにニ ュー ジー ラ ン ドへ

の 留学 を決 意 し,1968年 か ら1971年 ま で

の約2年 間,オ ー ク ラ ン ド大 学 大 学 院 で

社 会 人 類 学 を学 ん だ。 ニ ュー ジ ー ラ ン ド

で 友 人 や 知 人 に会 って 旧交 を暖 め た いの

だ が,今 回 の旅 で は,そ の よ うな時 間 的

余 裕 が ない 。 ニ ュ」 ジー ラ ン ドで は,ロ

トル ア のマ オ リ工芸 研 究 所(Maori Arts

and Crafts lnstitute)を 訪 問 し,先 住 民

マ オ リ人 の伝 統 的 な木 彫 を 施 した 集会 場

を 製 作 して も ら うた め の事 前 交 渉 を しな

けれ ば な らな い 。

 現 在 の ニ ュー ジー ラ ン ドは高 福 祉 国 家

と して 有 名 で あ り,ま た イギ リス よ り も

イギ リス ら しい国 と いわ れ る。 しか し,

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドは 白人 だ け の国 で は な

い 。 ニ ュー ジー ラ ン ドに 白人 が 植 民 し は

じめ た の は,1769年 に キ ャプ テ ン ・ク ッ

クが 北 島 を再 発 見 して か らの ことで あ る。

ク ックが ニ ュー ジー ラ ン ドに上 陸 した と

き に は,も うす で に ポ リネ シアの 民 で あ

るマ オ リ人 が この地 に住 み つ い て い た。

しか し,鉄 器 す らも って いな か った マ オ

リ人 は,後 発 の 白人 に 銃 器 を も って 力ず

くで抑 え込 ま れ た。 その 結 果,マ オ リ人

は社 会 的 ・経 済 的 に抑 圧 さ れた状 況 に お

か れ る こ と とな った。 しか し,そ う した

状 況 の な か で,マ オ リ人 は 自分 た ちの 伝

4e2
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統のすべてを失なったのではなかった。

社会的 ・経済的に抑圧されようとも,彼

らは自らの文化的伝統を保持しようとつ

とめた。なかでもとくに,マ オ リ人の木

彫の技巧はたいへん優れており,先 祖の

あみだ した緻密な木彫の技法を現在にま

で,脈 々と受け継いできている。

3.マ オ リの木 彫 文 化

 木彫文化はポ リネシアのいたるところ

でみられる。 しかし,マ オリ人の木彫技

巧は,そ のもっとも完成 した域に達 して

いるといわれる。彼 らは多くの事物に木

彫を施 したが,な かでもとくに,戦 闘用

カヌーの艦と舳や集会場などの住居に施

された木彫が著名である。わが民族学博

物館で も,マ オ リの完成された木彫文化

を展示するために,木 彫が施された集会

場を購入する計画がたてられた。それに

と も な って,こ の 計画 を実 現 させ る た め

の事 前 交 渉 を ニ ュー ジー ラン ドで お こな

うと い う仕 事 が,わ た しに課 せ ら れ たの

で あ る。

 そ こで,わ た しは まず,オ ー ク ラ ン ド博

物 館(Auckland lnstitute and Museum)

を訪 問 し,マ オ リ 文 化 の 研 究 者 で あ る

D.R. Simmons博 士 に会 い,わ が博 物

館 の この プ ロ ジ ェ ク トに つ い て助 言 を求

め た 。 わ た しの話 を 聞 い た の ち,博 士 は

つ ぎの よ うな助 言 を して くれ た。 ま ず,

わ た した ち の予 算 で は集 会 場 を新 た に製

作 す る こと は不 可 能 で あ る こ と。 集 会 場

よ り も,む しろパ タ カ と よば れ る倉 庫小

屋 の方 が展 示 に適 す る こ と。 パ タ カ で あ

れ ば,予 算 内で 製 作 が 可能 で あ る こ と。

パ タ カ に施 さ れた 木 彫 は,集 会 場 の もの

と類似 して お り,マ オ リの木 彫 文 化 の完

成 され た技 巧 を よ く示 して い る こ と。以

写真1 マオ リのパ タカ
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上 の よ うな 助言 を,マ オ リ文 化 研 究 の 専

門 家 の 立 場 か ら して くれ た。

 この あ とで,オ ー ク ラ ン ド のFisher

and Peykel会 社 を訪 れ,そ の貿 易 部 門

の 取締 役 のL.H. Williams氏 と面 談 す

る。 も しパ タ カ を購 入 す る こと に な った

場 合,そ れ を 日本 に輸 出 して も らうた め

の 業務 の代 行 を依 頼 す る た めで あ る。 幸

い な こ とに 話 し合 い は うま くゆ き,パ タ

カ の 輸 出 に と もな う 業 務 は,Williams

氏 が 担 当 して くれ る こと に な る。

 オ ー ク ラ ン ドで,マ オ リの 木 彫 につ い

て の可 能 な か ぎ りの情 報 を えた の ちに,

ロ トル ア に あ る,マ オ リ工 芸 研 究 所 を 訪

問 した 。 この工 芸 研 究 所 は,国 立 の 機 関

で あ り,マ オ リ人 の もつ工 芸 技 術 を 保存

・研 究 し,そ れ を 若 い世 代 に伝 えて い く

た め の 教育 機 関 で あ る とと も に,各 種 の

工 芸 品 を製 作 して い る。 そ こで はい ま,

約20人 ほ ど の20歳 代 の若 者 が 研 修 生 と し

て 学 ん で お り,主 と して 木 彫 の技 術 を 伝

授 され て い る。研 修 生 は3年 間 この研 究

所 で学 び,マ オ リの伝 統 的 工 芸 技 術 を 身

に つ け,そ れ の 担 い手 とな る。

 日本 出発 前 か ら手 紙 で事 前 交 渉 をは じ

め て い た の で,所 長 のKuru Waaka氏

と 主任 彫 刻 師 のJ.Taiapa氏 が こ こ ろ

よ く迎 え て くれ た。 早 速,彼 らと交 渉 を

お こな う。 そ の結 果,や は りオー ク ラ ン

ド博 物 館 のSimmons博 士 の助 言 通 り,

わ れ わ れ の 予算 で は,集 会 場 を購 入 す る

こ とは 不可 能 で あ る ことが わ か る。 そ し

てWaaka氏 もや は り集 会 場 にか わ って,

パ タ カ を 勧 め て くれ た。 パ タ カで あれ ば

予算 内 で購 入 可 能 で あ る。 た だ しか し,

こ こで むず か しい 問題 が生 じた。 それ は

製 作 完了 の 時 期 に つ い て で あ る。 この工

芸 研 究 所 で は,い ま大 き な プ ロ ジ ェ ク ト
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を2つ もかか え て お り,そ れ らを完 了 し

て か ら,わ が博 物 館 の た め のパ タ カ の製

作 に着 手 す る こ と にな る。 そ うす る と製

作 完了 す る の は,1977年 の 春 ごろ に な る

とい う こ とで あ る。 国 立 民 族学 博物 館 の

開 館 予 定 は,1977年 の 秋 ご ろで あ るか ら,

展 示 の準 備 の都 合 か らす る と,時 期 的 に

大 変微 妙 で あ る。 なぜ この よ うに 製作 に

長 期 間 を 必要 とす るか につ い て は,木 彫

そ の もの に時 間 が か か る とい う こ と もさ

る こ とな が ら,木 彫 以 前 に も問 題 の あ る

こ とが わか った 。 つ ま り,木 彫 に適 す る

木材 で あ る カ ウ リとよ ば れ る木 を手 に入

れ る の に 時 間が か か るの で あ る。 とい う

の は,ニ ュー ジ ー ラ ン ドで も,森 林 資 源

保護 政策 が と られて お り,カ ウ リの伐 採

が禁 じ られ て い るか らで あ る。

 しか し,い ず れ に して も,こ の パ タ カ

の件 につ いて,こ こで,わ た し一 人 で 即

決す る こ とはで きな い 。 博 物 館 の 収集 委

員 会 に指 示 を求 め る こ と にす る。

4.オ ー ク ラ ン ド大 学

 マ オ リ工 芸 研 究 所 で の事 前 交 渉 を 終 え

て,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドで の仕 事 は 完 了 し

た 。そ こで,一 日暇 を み つ け て,オ ー ク ラ

ン ド大 学 人 類 学 科 の 研 究 室 を 訪 問 す る。

人 類学 科 の建 物 は5年 前 と ま った く変 っ

て い な い が,し か し教 育 ・研 究 ス タ ッ フ

は大 幅 に入 れ替 って い た 。 ま ず,主 任 教

授 で あ ったR.Piddington教 授 は 定 年

退 官 し,ま た 当時 助 教 授 で あ ったS.M.

Mead博 士 と1. H. Kawharu博 士 は,

ウ ェ リン トン大 学 マオ リ学 教 授 とマ ッセ

イ大 学 社 会 人 類 学 教 授 とな って そ れ ぞ

れ栄 転 して いた 。 ま た,同 じ く助教 授 で

あ ったF.W. Shawcross氏 とA. K.

Pawley氏 は,オ ー ス トラ リァ 国 立大 学
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とハ ワ イ大 学 に そ れ ぞ れ転 出 して い た 。

しか しそ れ に もか か わ らず,オ ー ク ラ ン

ド大学 人 類 学 科 の教 育 ・研 究 ス タ ッフ は

以 前 よ り も拡 充 され て い た。 まず,主 任

教授 に は,オ セ アニ ア言 語学 の権 威 で あ

るB.Biggs教 授 が 就任 して い た。 そ し

て,考 古 学 教 授 に は,オ セ ア ニ ア考 古 学

の第 一 人 者 で あ るR.Green教 授 が 就 任

し,同 様 に 社 会 人 類学 教 授 に は,ニ ュー ギ

ニ ア高 地 民 の研 究 で 著 名 なR.Bulmer

教 授 と都 市 人 類 学 者 のT.Gravcs教 授

が着 任 して い た。 これ ら四教 授 の うち,

Biggs教 授 を の ぞ く,ほ か の三 教 授 は,

こ こ2～3年 の うちに あ らた に着 任 した

もので あ る。 そ して,こ れ らの四 教 授 の

ほか に,も ち ろん 助 教授 ・講 師 が10数 人

い る。 この ほか に も う一 つ特 記 す べ き こ

とは,人 類 学 科 のな か に,Archives of

Maori and Pacific Musicが 設 置 され,

民 族 音 楽 学 者 のM.E. Mclean博 士 が

所 長 と な って いた 。 教授 陣 が以 前 よ り拡

充 さ れ,そ の 上 に 若 が え った こ とに よ っ

て,オ ー ク ラ ン ド大学 人 類 学 科 は,以 前

に も増 して,南 太平 洋地 域 研 究 の 一 つ の

セ ン ター と な った 感 がす る。

 そ うい え ば,オ ー ス トラ リアの キ ャ ン

ベ ラで 立 ち寄 った オ ー ス トラ リア 国 立 大

学 太 平 洋地 域 研 究所 の人 類 学 研 究 部 門 の

研 究 ス タ ッフ も最近 大 幅 に入 れ か わ った

よ うだ 。 ま ず,主 任 教 授 に は,ア メ リカ

人 のR.Keesing教 授 が 就 任 して い た 。

ま た,Professorial Fellowに は,同 じ く

ア メ リカ人 のJ.J. Fox博 士 が着 任 して

い た。 ほか に も,Research Fellowと し

て,ア メ リカ の若 手 の 人 類 学者 が数 人 オ

ー ス トラ リア に乗 りこん で きて い た
。 そ

の 上 に,以 前 は人 類 学 研 究部 門 の なか に

含 ま れ て い た,考 古 学 部 門 と言 語 学 部 門

が それ ぞ れ 独 立 し,J. Golson教 授 と

S.A. Wurm教 授 が そ れ ぞ れ の研 究 部 門

の 主任 教 授 とな って い た 。 このよ うに,

オ0ス トラ リア国 立 大学 で も,研 究 ス タ

ッフ の拡 充 と若 が え りが お こなわ れ(た

とえば,Kessing教 授 は40歳 で あ り, Fox

教 授 は35歳 で あ る),将 来 へ の飛 躍 が 期

待 され て い る。

 い ま まで,南 太 平 洋 地 域 研 究 の セ ンタ

ー と して は
,い ま あ げ た2つ の大 学 の ほ

か に,ハ ワイ 大学,ビ シ ョ ップ博 物 館,

シ ドニ ー 大学,西 オ ー ス トラ リア大 学 な

どが あ げ られ て い た が,今 回 の わ た しの

旅 か らえた 印 象 で は,オ ー ク ラ ン ド大 学

と オー ス トラ リア 国立 大 学 が,研 究 ス タ

ッフや 研 究 施設 の点 で一 頭 地 を 抜 い た よ

う に感 じた 。創 設 問 もな い わが 民 族 学 博

物 館 に あ って は,こ れ らの研 究 機 関 と交

流 を はか りな が ら,南 太 平 洋 砥 究 を 進 め

て ゆ く必 要 が あ る こ とを痛 感 した 。

5. 南太平洋のイン ド人

 10.月26日,ニ ュー ジー ラ ン ドを あ とに

して,フ ィー ジー行 き の飛 行 機 に 塔 乗 す

る。 今 日は0人 旅 で は な い。 吉 川 浩 史 氏

(青年 海 外 協 力 隊 西 サ モ ア駐 在 調 整 員)

とい っ し ょで あ る。 吉 川 氏 とは,マ オ リ

工 芸研 究 所 の あ る ロ トル アで 偶 然 に 出 会

い,西 サ モ ア ま で の旅 程 が ま った く同 じ

で あ った ので,そ の 後 西 サ モ ア ま で旅 を

と もにす る こ とにな った 。

 わ れ わ れ の乗 った ニ ュー ジ0ラ ン ド航

空 機 は,フ ィー ジー 国 の ナ ンデ ィ空 港 に,

夕方6時 に到 着 。 この あ と,わ れ わ れ は

今 夜7時30分 発 の 西 サ モ ア行 の ポ リネ シ

ア航 空 機 に乗 り継 ぐ予 定 で あ った。 そ の

た め,ポ リネ シア航 空 の カ ウン ニター に急

い だ と ころ,お どろ い た こ とに,も う満
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席 で チ ェ ッ ク ・イ ンは 終 了 した との こ と

で あ った 。 オ ー ク ラ ン ドで 予 約 の 確認 を

して お いた の に な ん とい う ことで あ ろ う。

よ く事 情 を 聞 いて み る と 日本 の 団 体 客 が

今 夜,急 に 割 り込 んで きた た め に 満席 に

な った ら しい 。日本 の 団体 さ ん は,い ま や

南 太平 洋 の 小 さ な島 々を も闊 歩 して い る

ので あ る。 ポ リネ シ ァ航 空 の 係 員 と押 し

問答 の末,結 局 らちが あか な い 。 そ こで,

今 夜 の 便 は あ き らめて,明 晩 の 便 に す る。

そ して 飛 行 場 前 の ホ テル に泊 ま る こ とに

す る。 ホ テ ル に落 ち着 いて か ら,吉 川 氏

と相 談 した 結 果,明 日 の待 ち時 間 を 有 効

に使 うた め に明朝 一 番 の飛 行 機 で フ ィー

ジ ー の首 都 スパ に行 き,そ こで フ ィー ジ

ーに永年駐在 しておちれる国連世界保健

機 関 の鈴 木 猛 博 士 に会 い,そ して 午 後 の

飛 行機 で ナ ンデ ィに もど る こと に決 め る。

鈴 木 博 士 は吉 川 氏 の 知人 で,昆 虫 学 者 で

あ る が,フ ィ ラ リア やデ ング熱 の撲 滅 計

画 を担 当 して お られ,南 太 平 洋 の島 々を

広 くま わ って お られ るので,各 地 の事 情

に とて も くわ しい 方 で あ る。

 10月27日 の早 朝 の一 番 機 で フ ィー ジ ー

国 の 首都 スパ に到 着 す る。 早速,バ ス に

乗 って,空 港 か らスパ 市 街 に入 る。 スパ

市 は大 変 活 気 の あ る都 市 で あ り,南 太 平

洋 の メ トロ ポ リス とい う感 じが す る。 そ

れ に して も,な ん と イ ン ド人 の 多 い こと

だ ろ う。 ま るで イ ン ドに きた よ うな錯 覚

に と らわ れ る。 現 在 の フ ィー ジ0の 総 人

口の 過 半 数 が イ ン ド人 で あ り,彼 らが フ

ィー ジー の 経済 界 を牛 耳 って い る こ とは,

以 前 か ら知 って い た。 しか し,や は り 自

分 の 目で 確 か め て み る と,フ ィー ジー の

将 来 に つ い て,と くに将 来 起 り う るで あ

ろ う異 民 族 間 の摩 擦 につ いて,一 抹 の 不

安 を禁 じえ ない 。事 実,1970年 の フ ィー
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ジ ー 国独 立 の 際 に,フ ィー ジー人 とイ ン

ド人 の あ いだ で,各 種 の抗 争 事件 が起 っ

た。 そ れ らの 一 連 の事 件 は,互 い が 新興

国 フ ィー ジー に お け る主 導 権 を わ が もの

に しよ うと した た め に起 った 。 同 じ国 民

同志 で あ りな が ら,互 い に異 な る文 化 的

・社 会 的 ・経 済 的背 景 を もって い るが 故

に,各 種 の摩 擦 が生 ず る の で あ る。 しか

し,そ れ は彼 らの ど ち らの責 任 に よ る も

ので もな い 。 む しろ,そ れ は0み ず か らの

利 益 のみ を 追求 した 白人 た ちの 責任 で あ

る。19世 紀 末 に イ ン ド人 を フ ィー ジ ー に

連 れて きた の は,白 人 た ちで あ った 。 そ

して イ ン ド人 た ちは 肉 体 労働 者 と して,

白人 のサ トウキ ビや 綿 の プ ラ ンテー シ ョ

ンで働 か され た 。 い ま の フ ィー ジー の イ

ン ド人 た ちは,そ の 子孫 で あ る。 こ こで

もま た,植 民 地 主 義 の 後遺 症 を み る思 い

が す る 。

6.広 くて狭い南太平洋

 スパ 市 街 を少 し散 策 して か ら,鈴 木 博

士 の お 宅 を訪 問 す る。 そ こで 昼食 を ご ち

そ うに な りなが ら,南 太 平 洋 各地 の こ と

につ い て貴 重 な お話 を うか が う。 こ こで

一 つ お ど ろいた ことは
,鈴 木 博士 の お宅

は,南 太平 洋 に お け る 日本 人 の い ろ い ろ

な活 動 の 情報 セ ンタ ー の よ うな 役 割 を果

して い る とい う こ とで あ る。 鈴 木 博 士 は,

南 太 平 洋 にお け る各種 の 日本 人 の 行状 を

よ くご存 知 で あ った。 博士 は,「 南太 平

洋 は広 い よ うで狭 い ので,こ こで仕 事 を

す る 日本 人 の こ とにつ いて は,す ぐに何

らか の情 報 が 伝 わ って き ます よ」 とお っ

し ゃ った。 事 実,考 え て みれ ば,博 士 と

は ま った く一 面 識 もな か ったわ た しが,

い ま こ こに こ う して 博士 と対 面 して い る

こ と 自体,不 思 議 と いえ ば不 思 議 で あ る。
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や は り,南 太 平 洋 は広 い よ うで狭 い の で

あ ろ うか。

 午 後3時 に,博 士 の お 宅 を 辞 して,飛

行機 で ナ ンデ ィ に も ど る。 空 港 の ロ ビー

で,日 本 人 ら しい人 を 見 か け る。 近 づ い

て よ く見 る と,そ れ は わ が 博 物 館 の石 毛

直 道 助 教 授 で あ った 。石 毛 氏 は,タ イ と

イ ン ドネ シ アに お け る民 族 資 料収 集 の仕

事 を終 え0ジ ャカ ル タか ら シ ドニ ー経 由

で今 日 フ ィー ジー に着 い た と ころ で あ っ

た。 石 毛 氏 とは,こ れ か らあ と,西 サ モ

ア と トンガ 王 国 で 民族 資 料 の収 集 の仕 事

を と もに す る予 定 で あ り,10月28日 に西

サモ アで 落 ち会 う手 筈 に な って い た。 そ

のた め,こ こで うま く会 え よ うと は思 っ

て もみ な か った 。 そ うい え ば,昨 晩,吉

川 氏 の 知 人 で あ る川 上 晋 氏(国 際 協 力 事

業 団 派 遣 専 門 家 と して,ト ンガに 駐 在 さ

れ,漁 業 指導 に 従事 して お られ る)と そ

の ご家 族 に偶 然 出会 った の も,こ の空 港

ロ ビー で あ った 。川 上 氏 ご一 家 は,日 本

で の休 暇 を 終 え て,ト ンガ に お帰 りにな

る と こ ろで あ った 。川 上 氏 に は,そ の 後,

トンガ に お け る民族 資 料 の収 集 調 査 に 関

して な に か とお世 話 に な った。 この よ う

な偶 然 が 重 な る と,や は り南 太 平 洋 は 広

い よ うで 狭 い と思 わ ざ る を え な くな る。

これ も結 局 は,南 太 平 洋 が ジ ェ ッ ト機 時

代 に 突 入 した とい うこ と に よ る もの で あ

ろ うか 。

7.西 サ モ アへ

 10月27日 の 夕方,吉 川 氏 と石 毛 氏 とわ

た しの3人 は,無 事 に西 サ モ ア行 きの ポ

リネ シア航 空 機 の チ ェ ック ・イ ンを す ま

せ た 。そ して 待 合 室 で,時 を過 す 。しか し,

定 刻 の 午後9時30分 を過 ぎて も,い っ こ

うに塔 乗案 内 の ア ナ ウ ンスが な い 。 そ の

うち にや っ とア ナ ウ ンス が あ る。 それ に

よ る と,飛 行 機 の 後 部 ドア が破 損 して お

り.現 在 修 理 中 との こ とで あ る。 な ん と

も危 な っか しい 飛 行機 で あ る。 や がて10

時 が過 ぎ,11時 が 過 ぎ て も,ま だ修 理 中

との こ とで あ る。結 局,12時 近 くに な っ

て,修 理 不 能 の た め,明 朝10時 発 に変 更

さ れて しま った 。 乗客 は そ の ま ま ホ テル

に直 行 せ よ との こ と。 しか しだ れ も怒 り

だ した りす る者 は い な い。 わ れ わ れ3人

も,「西 サ モ ア は遠 い な あ」とた だ 苦笑 し

合 うの み で あ る。

 明 けて10月28日 の午 前10時 に,ポ リネ

シア航 空機 は,今 度 こそ 定 刻 通 りに ナ ン

デ ィ空 港 を離 陸 す る。 快 晴 で あ る。 約3

時 間 で,西 サ モ ア の フ ァレオ ロ空 港 に無

事 着 陸 。 日付 変 更 線 を 越 え た の で,こ こ

は ま だ10月27日 で あ る。西 サ モ ア も快 晴

で,陽 射 しが きつ い。

 わ れ わ れ は,西 サモ アに は,2週 間滞

在 す る予 定 で あ る。 こ の よ うな 短 期 間 の

う ちに 資 料収 集 を お こな うた めに は,現

地 で よ ほ ど信 頼 で き る協 力 者 が 必 要 で あ

る。 こ こ西 サ モ アで は,大 石 敏 雄 氏(ト

ラ ンス ・パ シフ ィ ク ・デ ィベ ロ ップ メ ン

ト社 社 長)が 協 力 して くれ る こ とに な っ

て い る。大 石 氏 は,1967年 に,西 サ モ ア で

現 地 と 日本 の合 弁 会 社(製 材会 社)を 設

立 す る た め に派 遣 され て以 来,こ の地 に

在 住 さ れ,1970年 には み ず か らが社 長 と 0

な って現 在 の会 社 を設 立 され た 方 で あ る。

と ころ が幸 い な こ とに,大 石 氏 は 大 阪市

立 大学 探 検 部 員 で あ った こ とか ら,も と

大 阪市 立大 学 に 勤 務 して お られ た梅 樟 館

長 とは 旧知 の間 柄 で あ った 。 そ の た め,

わ れ わ れ は 出発 前 か ら手 紙 で大 石 氏 に協

力 を要 請 して いた 。

 そ の大 石 氏 に,わ れ わ れ は西 サ モ ア到
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着 早 々,空 港 で 会 う こ とが で き た。 大石

氏 が,ニ ュー ジー ラ ン ド人 の友 人 を空 港

まで 見 送 りに 来 て い た か らで あ る。 こ こ

で もまた,う ま く偶 然 が 重 な った わ けで

あ る。 大 石 氏 は わ れ わ れ を歓 迎 して下 さ

り,車 で ホ テ ル ま で 連 れ て行 って くだ さ

った。 大 石 氏 の ご家族 は い ま一 時,日 本

に帰 って お られ るた め,大 石 氏 は一 人 で

ホ テル 住 いで あ る。 そ こで わ れ わ れ もそ

の 同 じホ テル に 泊 る こ とにす る。 大石 氏

が ホ テル の 支 配 人 と交 渉 して くだ さ った

結 果,彼 のす ぐとな りの 部 屋 に陣 ど る こ

とに な った。 旅 装 を と く間 も.なく,早 速,

大 石 氏 の部 屋 で,西 サ モ ア で の 民族 資 料

収 集 の仕 事 の 進 め方 に つ い て 打 ち合 わせ

を お こな う。

8.資 料 収 集 の ポ イ ン ト

 ここで,民 族資料収集に関するいくつ

かの要点について,わ たしの気のついた

ことを記 しておこう。(1)わが民族学博物

館の資料収集は,短 期間で仕事をかたづ

けなければならないという制約があり,

これが収集の基本前提となっている。そ

のため,短 期間で学術的に意味のある資

料を集めるための方策を事前に考えてお

く必要がある。(2)文献資料などを利用 し

て,収 集予定地の物質文化について,で

きるかぎりくわしい知識を得ておくこと。

(3)現地で信用できる人に協力者となって

もらい,資 料収集に関 して適切な助言を

得 ること。(4)民族資料の収集許可および

輸出許可を得るたあに現地政府とできる

だけ早 く交渉を進めておくこと。(5)現地

の有力者に,収 集に関 して事前に話を通

してお くと仕事がしやす くなる。(6)資料

を購入する場合,適 正価格がどれ ぐらい

か ということについて的確な判断をくだ
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す 必 要 が あ る。 多 く払 いす ぎて も,少 な

す ぎて も,あ とで い ろ い ろ な問 題 を お こ

す こ とに な りか ね な い。(7)収 集 した 資料

の 輸 送 の 便 に つ い て もよ く調 べ て お く必

要 が あ る。 収集 地 国 内 に お け る輸 送 と,

収 集地 か ら日本 へ の輸 送 の両 方 に つ い て,

ど うい う方 法 が一 番 確 実 で あ るか を調 べ

て お く。 そ して現 地 で信 用 の あ る輸 送 業

者 を 選 ぶ こ と。(8)以前 に何 らか の か た ち

で,民 族 資 料 の収 集 を経 験 して い る こ と

が の ぞ ま しい 。以 上,気 のつ くま ま に 箇

条 書 きに した だ けで も,こ れ ぐ らい は 最

低 限 考 慮 して お く必要 が あ る よ うに お も

わ れ る。

 この よ うに,短 期 間 で学 術 的に 意 味 の

あ る資 料 を 確 実 に収 集 す る とい う こ と に

は,い ろい ろな 困 難 が と もな う。 その た

め,収 集地 の選 定 を す る場 合,結 局,以

前 に 自分 が 調 査 経 験 の あ る と ころに 落 ち

着 くの で あ る。 た とえ ば,今 回の 南 太 平

洋 地 域 にお け る収 集地 に つ い てみ れ ば,

まず トンガ 王 国 に つ い て は石 毛氏 の15年

前 の 調 査 地 で あ った こ と,ま たニ ュー ジ

ー ラ ン ドとマ ー シ ャル諸 島 に つ いて は わ

た しの 調 査 地 で あ った こ とな どが,そ の

収 集 地 選 定 の 理 由 で あ る。 しか し,こ こ

西 サ モ ア だ けは 二 人 と もま った く土 地 カ

ンが な い。 そ の た め,西 サ モ ア につ いて

は,在 西 サ モ ア9年 目 とい う大石 氏 の助

言 に頼 る と ころ大 で あ った。 幸 い,大 石

氏 は学 生 時 代 に 大 阪市 大 東南 ア ジ ア学 術

調 査 隊 の一 員 と して,東 南 ア ジ ア各 地 で

フ ィー ル ド経 験 を もって お られ る し,ま

た 民族 学 につ いて も造 詣 が 深 く,わ れ わ

れ の仕 事 に対 して 多 大 の 援 助 を惜 しま れ

な か った 。

 も ちろ ん,わ れ わ れ も,日 本 で,Peter

Buckの 大 著 εα〃～o侃Mα'8磁 」0π伽76を
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写真2 西サモアの伝統的民

    家 ファレアホラウ

は じめ と して,サ モ ア の物 質 文 化 関 係 の

文 献 につ いて,目 を通 して い た し,ま た

西 サ モ アで 二 度 に わ た って 調 査 をお こな

わ れ た,わ が 民族 学 博 物 館 の杉 本 尚 次 教

授 か ら有 益 な助言 を えて い た。 した が っ

て,西 サ モ アに お け る収 集 の仕 事 は,大

石 氏 の もつ 生 きたデ ー ター とわ れ わ れ の

もつ 文 献 上 の デ ー タ ーを ミ ックス して,

は じめて 可 能 とな ったわ けで あ る。

柱6～8本 で梁 ・桁 を 組 み,そ れ らが幅

広 い切 妻 の屋 根 を 支 え る,と い う非 常 に

珍 しい構 造 を も った 家 屋 で あ る。 そ のた

め,こ の 民家 の実 物 を わ が博 物 館 で 展 示

しよ う とい う計 画 が あ った 。 しか し,展

示 ス ペ ー ス の都 合 で,そ の計 画 は立 ち消

9. カ ヌ ー と民 家 模 型

 わ れ わ れ が,西 サ モ アで ぜ ひ と も収 集

しよ う と思 って いた もの は,カ ヌー と生

活 用 具(漁 具 ・農 具 ・料 理 用 具 ・楽器 ・

敷 物 類 ・編 カ ゴ類 な ど)で あ る。 これ ら

の もの に つ いて は,ウ ポ ル 島 の い くつ か

の村 を丹 念 に訪 問 して 収 集 す る こ とに決

め る。 ウポル 島 には,首 都 の ア ピァが あ

り,道 路 が比 較 的 整 備 され て い るので,

自動 車 を使 えば,か な り能 率 が あ が りそ

うで あ る。

 つ ぎに,サ モ アの 伝 統 的 民家 で あ る フ

ァ レア ホ ラ ウ(faleafolau)の3分 の1の

縮 尺 模 型 を購 入 す る こ とに決 め る。 サ モ

ア の伝 統 的 民 家 フ ァ レア ホ ラウ は,中 心
写 真3 西サモアの伝統 的民家 ファレ

    アホ ラウの内部
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え とな った 。 この話 を0大 石 氏 に した と

ころ,そ れ で は実 物 の代 りに民 家 模 型 を

作 って は ど うです か と提 案 して くれ た 。

実 物 の 民 家 の3分 の1ぐ らい の 民 家模 型

を,本 物 の大 工 に作 らせ よ う とい うの で

あ る。 石 毛 氏 と相 談 した 結 果,オ セ ア ニ

ア地 域 で も っと も特 徴 あ る,サ モ ア の伝

統 的 家 屋 を 展示 す る こ と は、 た とえ そ れ

が 模 型 で あ って も意 味 の あ る こ と と判 断

した の で,民 家 模 型 を 作 って も ら う こ と

に決 め る。早 速,大 石 氏 が 有 能 な 大工 を

探 して くれ る こ と に な る。 これ で,西 サ

モ ア に お け る収 集 計 画 の 大 筋 が 決 ま る。

あ とは,こ れを 実 行 に移 す だ け で あ る。

 西 サ モ ア到 着 の翌 日か ら行 動 を 開始 す

る。 車 を一 台 借 り,そ して 英語 の よ くで

き る青年 を一 人 雇 った 。 彼 に は,ガ イ ド

兼 通 訳兼 運 転 手 に な って も ら う。 まず,

ウポ ル 島 の地 図 を 手 に 入 れ,早 速,小 手

調 べ に ア ピア近 郊 の 村 を 訪 問す る。 結 局,

これ か ら連 日,朝10時 か ら夕方6時 ご ろ

ま で,ウ ポル 島 を か け め ぐ り,多 くの

村 々 を訪 問 す る。 そ の結 果,各 地 で総 計

200点 ほ どの資 料 を収 集 で き た。 収 集 し

た資 料 は,大 石 氏 の お 力添 で,前 西 サ モ

ア 国 国家 元 首 のSaver Malietoa氏 の家

に運 び込 み,そ こに集 積 す るこ と にな っ

た。Saver氏 は,現 在 は公 職 か ら離 れ て お

られ るが,西 サ モ ア の伝 統 文 化 に つ い て

熟 知 して お られ る方 で あ る。 その ため 収

集 した民 族 資料 に対 して,も っ と も正 確

な コ メ ン トを つ け て も ら うに は,Saver

氏 を お い て ほか に い な い,と い う大石 氏

の 判 断 に よ って,Saver氏 に ご協 力 を

お 願 い す る こと に な っ た もので あ る。幸

い,Savcr氏 は,わ れ わ れ の 意図 を よ く

ご理 解 くだ さ り,収 集 した 資 料 の不 明 な

点 に つ い て,懇 切 丁 寧 な説 明 を加 えて 下
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さ った。 そ れ ば か りか,SaVer氏 は 機会

あ る ご とに,わ れ わ れ二 人 に対 して,西

サ モ アの 伝 統 文 化 に つ い て,い ろい ろな

話 を して くだ さ った。 それ は わ れ わ れ に

と って 大 変 貴 重 な話 で あ った 。

 と こ ろで,わ れ わ れ が西 サ モ アで ぜ ひ

と も収 集 し よ う と思 って い た もの は,カ

ヌー で あ る。 西 サ モ ア に は,大 き く分 け

て 二 種 類 の カ ヌ ー が あ る。 ～ つ は リー フ

用 カ ヌー で,も う一 つ は外 リー フ用 カ ヌ

ーで あ る
。 この うち,リ ー フ用 カ ヌー に

つ いて は,海 外 青年 協 力隊 の 吉 川 氏 の お

力 添 で,全 長5メ ー トル の もの が す ぐに

手 に 入 った 。 しか し,外 リ0フ 用 カ ヌ ー

で い い もの が な か な か 見つ か らな か った。

多 くの 村 で,外 リー フ用 カ ヌー を 見 か け

る ので あ るが,博 物 館 で の展 示 に耐 え う

るほ どの い い カ ヌ ー は見 い出 せ な か った。

 そ こで,大 石 氏 は 西 サ モ ア ・ラ ジオ 放 送

局 へ 行 き,外 リー フ用 カ ヌー の い い もの

を 探 して い る 旨 を,ラ ジオ 放 送 して も ら

う手 筈 を と との えて くだ さ った 。西 サ モ

アで は,小 額 の お金 で,プ ライ ベ ー トな

こ とで も,自 由 に ラジオ 放 送 して くれ る

ら しい 。 ラジ オ が電 報 の役 割 を果 して い

るの で あ る。 た とえ ば,「 今 日,子 供 が

生 れ た 」 とか,「 明 日,ど こそ この村 に

行 くか らよ ろ し く頼 む」 な ど とい う こ と

が 堂 々 と放 送 さ れて い る。 案 の定,ラ ジ

オ 放 送 の威 力 は抜 群 で,早 速,多 数 の 問

い 合 わせ が あ っ た。 しか し,残 念 な が ら,

こ ち らの条 件 に ぴ っ た りす る もの は な か

った 。 そ こで,結 局,新 しい外 リー フ用

カ ヌ ー を作 って も らうの が一 番 確 実 と判

断 した ので,大 石 氏 に 今度 は船 大 工 を探

して も ら うこ とに す る。

 一 方,民 家 模 型 の 方 は,有 能 な大 工 の

棟 梁 が見 つ か り,彼 に製 作 を依 頼 す る。
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大石 氏 の 会社 の倉 庫 で 組 み 立 て て も らい,

完 成 した ら組 み立 て た ま ま で,日 本 に輸

送 して も ら う こ とに す る。 大石 氏 の会 社

には 建築 部 門が あ り,そ の 部 門 の マ ネ0

ジ ャー と して,日 本 の 一 級 建築 士 の免 許

を もつ越 智 満 雄 氏 が お られ る。 そ こで,

も っ と も 伝 統 的 な 民 家 とお もわ れ る,

Saver氏 の家 をモ デ ル に して そ の実 寸 を

は か り,そ れ を もとに して3分 の1の 縮

尺 の 図 面 を越 智 氏 に書 いて も ら った。 そ

の 図 面 を も とに して,大 工 の棟 梁 が数 人

の 助手 を使 って 民 家 模 型 を 製 作 す る こ と

に な る。製 作 に は,約1カ 月半 を要 す る。

大 工 た ちは,山 か ら木 を 切 って きて,そ

れ らを す べ て実 物 の3分 の1の 太 さ に な

るま で 山刀 で削 って い く。 実 物 の 家 を作

るよ り も,手 間 が か か りそ うだ 。 しか し,

彼 らは 自分 た ちの 作 った 家 が,日 本 の大

きな 博 物 館 で展 示 され る と知 って,大 変

は り き って い る。 お そ ら く,い い もの が

で き るで あ ろ う。 この 民 家 模 型 は,完 成

す れ ば,高 さ約3.5メ0ト ル,長 さ約5

メ ー トル,幅 約3メ0ト ル とな る 。模 型

とい って も,結 構 大 きな もの で あ る。

 カ ヌー の方 は,こ れ もま た船 大工 が 見

つ か り,す ぐに製 作 に着 手 して も ら う。

全 長約5メ ー トル ぐ らいの もの を 作 って

も ら う こ とにす る。 船 大 工 に は,な る だ

け伝統 的 な形 態 の 外 リー フ用 カ ヌ ー を作

って くれ るよ うに頼 ん で お く。

 この 間 に,つ ぎの 目的 地 で あ る,ト ン

ガ 王 国 に つ いて の 情 報 の 収集 を お こな う。

そ の結 果,ト ンガ と 日本 を 結 ぶ船 便 は,

3カ 月 に一 度 ぐ らいの 割 で 不 定 期便 が あ

るだ け とわ か る。 そ こで,当 初 の 予定 を

変 更 して,ト ンガ で 収 集 す る資 料 は,西

サ モ ア へ 空輸 し,西 サ モ アで の 収集 資 料

と ひ と ま と めに して,日 本 へ 船 便 で 送 る

ことに決める。そうしないと,ト ンガで

の収集資料が年度内に博物館に到着しな

い危険性がある。年度内に収集資料が到

着 しない場合には,事 務上の受入れ手続

がむずかしくなるからである。そのため,

トンガには一週間だけ滞在 し,そ のあと

で もう一度西サモアにもどることに決め

る。

10. トンガ 王 国 へ

 11月9日 の朝,わ れわ れ は,西 サ モ ア

で の2週 間 の資 料 収 集 の仕 事 を 終 え,つ

ぎの 目的地 トンガ王 国 にむ か う。 こ こで,

ふ た た び ポ リネ シア航 空 機 に塔 乗 すゐ.。

今 回 は ノ ー ・ トラブル で 無 事,ト ンガ タ

プ 島 に 到着 。 日付 変 更 線 を 越 え た の で,

トンガ は 今 日は11月10日 で あ る。

 石 毛 氏 に と って は,15年 ぶ りの トンガ

で あ る。1960年 に,石 毛 氏 は,京 都 大学

トンガ 王 国 学 術調 査 隊 の一 員 と して,ト

ンガ 各地 で 調 査 に従 事 した 。 当 時,石 毛

氏 は ま だ京 大 の学 生 で あ った 。 い まま で,

オ セ ア ニ ア や ア フ リカ な どで 数 回 に わ た

って,フ ィー ル ド ・ワ ー クを こな して き

た 石 毛 氏 に と って,ト ンガ は ほ か の 調 査

地 に はな い 思 い 出 が あ る よ うだ 。 トンガ

は,彼 に と って,最 初 の海 外 調 査 地 な の

で あ る。 どの フ ィー ル ド ・ワー カー に と

って も,は じめ て の海 外 調 査 地 と い う も

の は,い つ ま で も心 に の こ る もの で あ る

ら しい。

 飛 行 場 で,タ ク シー をつ か まえ,首 都

ヌ ク ア ロ フ ァへ む か う。石 毛 氏 は,食 い

入 る よ うに 車外 を 見 つ め る。15年 ぶ りに

目 にす る トンガ は た いへ ん 変 った と説 明

して くれ る。 しか し,運 転 手 と あ れ これ

話 を して い る言 葉 の な か に,彼 の15年 前

の記 憶 が確 実 に よみ が え りつ つ あ る こ と
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が わ か る。 間 もな く,ホ テル に到 着 。遅

い昼 食 を す ま せ て か ら,今 日一 日は休 養

す る こ と に決 め る。西 サ モ ア で,2週 間

に わ た って,一 日 も休 まず に,資 料 収集

の仕 事 を した こ とに よ る疲 れ を とるた め

で あ る。 そ こで ま ず,昼 寝 を す る。 しか

し,根 か らの フ ィー ル ド ・ワ ー カー で あ

る石 毛 氏 は常 に 行 動 的 で あ った。2時 間

ほ ど昼 寝 を した とお も った ら,も うす ぐ

に ヌ ク ア ロ フ ァの 中 心街 に 出 て い こう と

い い だす 。 王 宮 の 近 くを歩 き回 ったの ち

に,川 上 晋 氏(国 際協 力事 業 団 派 遣 専

門家 と して,ト ンガ 王 国 で漁 業指 導 を し

て お られ る)の お宅 を訪 問 し,ト ンガ 到

着 の あ い さつ を す る。川 上氏 か ら,ト ン

ガ の近 況 につ いて,多 くの 情報 を えた 。

 トンガ で 収 集 す る資料 は,西 サモ ア ま

で 空輸 しな け れ ばな らな い の で,少 数 精

鋭 主 義 で 資料 収 集 をす る こ とを 決 め る。

そ こで,石 毛 氏 と 相 談 した 結 果,タ パ

(樹皮 布 の こ と)と カバ ・ ド リンキ ング

に 関 連 す る資 料 を重 点 的 に集 め る こ とに

決 め る。 タパ とは,樹 皮 布 の こ とで あ り,

イ チ ジ ク 属 の木 の 内皮 を む き,こ れ を た

た い て樹 皮 布 を つ くるの で あ る。樹 皮 布

つ くりは,ポ リネ シ アや メ ラ ネ シア の諸

民 族 の あ いだ で み られ るが,ト ンガ の も

の が も っ とも良 質 で あ り,ま た図 案 や 染

め つ け もす ぐれて い る とい わ れて い る。

タパ の製 造 用 具 と して は,木 槌,打 ち台,

染 剤,染 板 な どが あ る。 つ ぎに,カ バ と

は,胡 椒 科 の灌 木 の ことで あ り,そ の根

の 乾燥 した もの を石 で た た い て,そ の粉

末 を水 に とか して 飲 む 。 カバ は一 人 で飲

む こ とは決 して な い。 数 人 で 円座 を組 ん

で,共 飲 す る。 カバ ・ド リンキ ング に用

い られ る もの ど して は,乾 燥 した カバ 根,

カ バ ・ボ ール,カ バ ・カ ップ,マ ッ トな

どが あ る。 トンガ で は,こ れ らの もの を

中 心 と して,資 料 収 集 をす る予 定 で あ る。

11. バ ベ ル ロ ト村

 トンガ に着 い た翌 朝,石 毛 氏 が15年 前

に調 査 を した バ ベ ル ロ ト村 を 訪 問 す る。

バ ベ ル ロ ト村 は,首 都 ヌク ア ロ フ ァの 近

郊 集 落 で あ る。 ホ テル の近 くか ら簡 易 タ

ク シー(オ ー トバ イ の前 に 四人 掛 の 荷 車

を と りつ けた もの)に 乗 って行 く。 約10

分 間 ほ ど走 って,バ ベ ル ロ ト村 に 着 く。

まず,・村 長 の 家 を さが す 。 しか し,ハ ベ

,ル ロ ト村 の あ ま りの 変 わ りよ うに,石 毛

氏 も土 地 カ ンが つ か めな い 。 ヌ ク ア ロ フ

写真4 トンガにおけるタパ

    の染付
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ア近 郊 の都市 化 が す す ん だ た め に,バ ベ

ル0ド 村 は,ヌ クア0フ ァの ベ ッ ド ・タ

ウ ン の よ うに な って い る。15年 前 とは く

らべ ものに な らな い ほ ど住 居 が 増 え て い

る ら しい。 少 し歩 き回 った末 に,一 軒 の

家 に入 って,道 を た ず ね る 。石 毛 氏 が,

トンガ語 で 道 をた ず ね た ら,応 対 にで て

き た 中年 の女 性 は,お ど ろい た こと に,

石 毛 氏 の こ とを お ぼ えて いた 。15年 の歳

月 を 経 て も,バ ベル ロ ト村 の ひ とび とは,

石 毛 氏 の こ とを ち ゃん と記 憶 に と どめて

い た の で あ る 。 早速,村 長 の家 を 教 えて

も らう。村 長 に会 った と こ ろ,彼 もま た

石 毛 氏 の こ とを お ぼ え て い た。 けれ ど も,

石 毛 氏 に 会 った,す べて の人 が 口を そ ろ

えて,「 イ シゲ は も っ とやせ て いた の に,

と て も太 った 」 とい う。 そ れ に対 して,

石 毛 氏 も負 けず に 「トンガ人 み た いに な

った で し ょ う」 とや りか え す 。 そ う いえ

ば,た しか に トン ガ人 は 太 った 人 が 多

い 。

 石 毛 氏 来訪 の ニ ュー ス は す ぐに広 ま り,
'それ か ら連 日

,あ ち らこ ち らの 家庭 に食

事 に 招 待 され,石 む し料 理 を ご ちそ うに

な った 。 そ して,石 毛 氏 と村 の ひ とび と

の あ いだ で,15年 前 の話 に花 が さい た 。

 バ ベル ロ ト村 の 人 た ち が,石 毛 氏 を 歓

迎 して くれ た こ とに よ って,ト ンガ に お

け る収 集 の仕 事 は も う九 分 通 り成 功 した

よ うな もの で あ った 。事 実,彼 らは,わ

れ わ れの 資 料 収 集 の仕 事 に全 面 的に 協 力

して くれ た。 その 結 果,直 径70セ ンチ メ

0ト ル とい う大 き な カ バ ・ボ ール をは じ

め と して,タ パ 関係 の用 具,タ オバ ラ と

い う腰 帯,蛸 取 り用 擬 餌,鼻 笛,舞i踊 用

具,敷 物 な どを 収集 で き た。 しか し,ク

ペ シ と よば れ る,伝 統 的 な タパ 用 染 板 が

な か なか 手 に 入 らな か った。 ク ペ シ とい

うの は,コ コナ ッの葉 柄 を包 む 繊 維 を 何

枚 か 重 ね て下 敷 と し,そ の う えに コ コナ

ッの葉 の軸 で 図 柄 を えが い●た 染 板 で あ る。

クペ シを つ くる に は,非 常 に 高 度 の 技 巧

を 要 す る の で,現 在 で は それ をつ くれ る

人 が少 な くな り,各 村 に一 人 い るか いな

いか とい う状 況 で あ る。 そ の た め,ク ペ

シ は大 変 貴 重 な もの に な りつ つ あ る。

 わ れ わ れ は,ト ンガ タプ 島 の い くつか

の村 を訪 問 して,ク ペ シを さが した 。各

村 に ク ペ シ が あ る に は あ るが,だ れ も手

ば な したが らな い。 も う クペ シの 収集 を

あ き らめ か け た と き に,や っ とク ペ シを

ゆ ず って くれ る人 に め ぐり会 った 。 そ れ

は トンガ を 出 国す る前 日で あ った 。 わ れ

わ れ は 運 が よ か った。 結 局,伝 統 的 な 図

柄 の ク ペ シを7点 購 入 で き た。 これ で,

無 事 に トンガ で の 収集 の仕 事 を完 了 す る

こ とが で きた 。

12,ふ た た び 西 サ 毛 アへ

 11月17日 の 朝,バ ベ ル ロ ト村 の ひ とび

と に別 れ を 惜 しま れ な が ら,ト ン ガを 去

る。 収 集 した40数 点 の 資 料 と と もに,ふ

た た び西 サ モ アに も どる 。 こ こで ま た 日

付 変 更 線 を越 えた の で,西 サ モ ア は ま だ

10月16日 で あ る。 西 サ モ ア の フ ァ レオ ロ

空 港 に は,大 石 氏 が 迎 え に きて くだ さ る。

そ して前 回 と同 じホ テル に直 行 す る。西

サ モ ア に は,今 回,石 毛 氏 は3日 間,わ

た しは6日 間滞 在 す る予 定 で あ る。 今 回

の 西 サ モ ア滞 在 中 の主 な仕 事 は,西 サ モ

ア と トンガ で 収集 した資 料 の 整 理 で あ る。

収 集 カ ー ドに 必 要事 項 を記 載 し,資 料 の

・寸 法 を は か り,荷 札 を つ け た あ と,ポ ラ

ロイ ド ・カ メ ラで 写 真 を とる。 この手 順

で,総 計259点 の 資 料 を全 部 か た づ け る。

 11月19日 に,石 毛 氏 と別 れ る。 彼 は,
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この あ と,ハ ワ イ に飛 び,ホ ノル ル の ビ

シ ョ ップ 博 物 館 で各 種 の レプ リカ の製 作

を 依 頼 した あ と,帰 国 す る予定 で あ る。

わ た しは,11月22日 ま で,こ こに滞 在 し

て,収 集 資 料 の 日本 へ の 船積 の交 渉 な ど

を しな け れ ば な らな い。

 新 し く製 作 を依 頼 した 民 家 模 型 と外 リ

ー フ用 カ ヌ ー は ま だ完 成 して いな い 。 こ

れ らの もの に つ いて は,大 石 氏 に 仕 事 の

監 督 を 依 頼 す る。 そ の ほ か の資 料 につ い

て は,西 サ モ ア と 日本 を 結 ぶ大 和 海 運 の

定 期 船 にの せ るた め,代 理 店 のバ ー ンズ

・フ ィ リ ップ社 西 サ モ ァ 支店 と交 渉 をす

る。 大 石 氏 は,バ ー ンズ ・フ ィ リップ社

に も顔 が き くので,彼 に 収集 資料 の船 積

の手 配 を お願 いす る。 これ で,西 サ モ ア

で の仕 事 はす べ て 終 了 した。

 西 サ モ ア で は,大 石 氏 の ご協 力 に全 面

的 に 頼 る結 果 とな った。 や は り,短 期 間

の収 集 の仕 事 で は,現 地 で,大 石 氏 の よ

うな信 頼 で き る 人 を 見 い 出せ るか ど うか

が,仕 事 の 一 つ の大 きな 山 の よ う な気 が

した 。

13. マ ー シ ャル 諸 島 へ

 11月22日 の 朝,西 サ モ ア で のす べ て の

仕 事 を終 え,ナ ウル 共 和 国 に む か う。 こ

こで ま た 日付 変 更 線 を 越 え る 。考 えて み

れ ば,約1ヵ 月 間 の うちに,4回 も日付

変 更線 を越 え た こと に な る。 な ん と も落

ち着 きの な い旅 で あ る。 ナ ウル に3日 間

滞 在 した あ と,11月26日 に最 後 の 目的地

で あ るマ ー シ ャル諸 島 に入 る。

 マー シ ャル諸 島 は,29の 環 礁 と5つ の

サ ン ゴ島 か ら成 って い る。 日本 統 治 時代

に は,そ の う ちの ヤ ル ー ト環 礁 が 行 政 の

中心 地 とな って い た が,ア メ リカ信託 統

治 領 と な った現 在 は,マ ジ ュロ環 礁 が 中
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心 地 で あ る。 そ の マ ジ ュ ロ環 礁 に は,立

派 な滑 走 路 を もつ飛 行 場 が あ'り,ハ ワイ,

グ ァム,ナ ウル な ど と ジ ェ ッ ト機 で 結 ば

れ て い る。

 ナ ウル か らの 飛 行 機 は,ギ ルバ ー ト諸

島 の タ ラワ で給 油 した の ち,11月26日 午

前11時 に マ ジ ュ ロ空 港 に到 着 。 わ た しに

と って は,1年 ぶ りのマ ー シ ャル 諸 島 で

あ る。 こん な に早 く もど って 来 れ よ う と

は 思 って もみ なか った 。1974年8月 か ら

11月 に か け て,わ た しは マ ー シ ャル諸 島

の ミ リ環礁 で,沖 縄 海 洋 博 の海 洋 文化 館

に展 示 す る 民族 資料 の収 集 調 査 を お こ な

った。 した が って,今 度 が二 度 目 の マー

シ ャル で あ る。 今 回 は,約1カ 月 間 滞 在

して 民族 資 料 の 収 集 調 査 の仕 事 に従 事 す

る予定 で あ る。

 ホ テル に落 ち着 い て か ら,ま ず 最 初 に

具志 忠 太 郎 氏 に 会 い に 行 く。 具志 氏 は,

沖 縄 出身 の方 で,19歳 の と きに マ ー シ ャ

ル に来 て 以 来,現 在 ま で46年 間 の な が き

に わ た って,こ こに在 住 して お られ る。い
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ろ い う な仕 事 を 経 験 した の ちに,現 在 は

プ ロ テ ス タ ン ト教 会 の牧 師 を して お られ

る。 マ ー シ ャル 人 の女 性 と結 婚 し,現 在

で は 曽孫 まで 含 め る と,全 部 で50人 以 上

とい う大 フ ァ ミ リー の家 長 とな って い る。

そ の た め,マ0シ ャル で骨 を うず め る覚

悟 で あ る と いわ れ る。 前 回 は具 志 さん の

紹介 で,彼 の長 男 の い る ミ リ環 礁 の タ カ

イ ワ 島 に滞 在 して,民 族 資 料 の収 集 を お

こな った。 今 回 も,具 志 氏 に ご協 力 い た

だ け る よ うお願 いす るつ も りで あ る。

 と ころ が,お 宅 を訪 問 した と ころ,具

志 氏 は 病 床 に臥 して お られ た 。体 が痩 せ

衰 え,点 滴 を受 け る姿 はな ん と もいた ま

しい 。 日本 に い る と きに 手 紙 を 出 して も

返 事 が な い の で おか しい と思 って い た ら,

や は り ご病気 で あ った 。 聞 い て み ると,

ど うや ら肺癌 ら しい。 本 人 もそ の こ とを

知 って い て,も う悟 り切 った と い う様子

で あ る。 しか し,ま だ肺 癌 と確 定 は して

いな い ら し く,レ ン トゲ ン写 真 な どを ハ

ワイ の 病 院 に 送 って調 べ て も らって い る

最 中で あ った 。 ど うか 肺 癌 で な い こ とを

祈 らず に は お れ な い。 体 が相 当に衰 弱 し

て お られ るの で,早 々 に ひ き あ げ る。

 具 志 氏 が,病 の 床 に臥 して お られ,協

力 を お 願 い で きな い と い う ことを 知 った

わ た しは,少 な か らず シ ョ ック を受 け た。

か くな る うえ は,前 回 の滞 在 で,わ た し

が 自分 で きず い た 友人 ・知人 関係 を頼 る

以 外 に方 法 が な い 。

14.伝 統文化の喪失

 マー シ ャル 諸 島 は,1529年 に探 検 家 の

Alvaro de Saavedraに 発 見 さ れて以 来,

幾 多 の外 国 人 と接 触 す る こ と とな った 。

と くに,1885年 以後,現 在 に いた るま で,

ドイ ツ,日 本,ア メ リカ な ど に よ って統

治 され て きた。 異 文 化 と接 触 した こ とに

よ って,彼 らの社 会 と文 化 に 多 くの 変 化

が お こ った 。 な かで も と くに,第 二 次 大

戦 後 の 変 化 が も っ と も激 しい よ うで あ る。

ま た と くに,物 質 文 化 の面 で の 変 化 が 激

しい 。 外 国 人 に よ って もた らさ れ た,新

しい 事 物 を,彼 らが す ぐに受 け入 れ た た

あで あ る。 た とえ ば,食 事 に して も,い

まの マ ー シ ャル 人 の主 食 は カ リフ ォル ニ

ア産 も し くは オ ー ス トラ リア産 の 米 で あ

り,副 食 の筆 頭 は カ ンヅ メ類 で あ り,そ

して 調 味 料 の 王 様 は 日本 製 の醤 油 で あ る。

その ほか,ト ラ ン ジス ター ・ラジ オ,テ

ー プ ●レコー ダ ー
,携 帯 用 無 線 機,モ ー

ター ボー トな どの最 新 の事 物 が,彼 らの

日常 生 活 の なか で 重 要 な役 割 を果 して い

る。 マ ー シ ャル 人 た ちは,コ フ。ラを売 っ

て得 た現 金 収 入 で これ らの外 国 製 品 を購

入 す る の で あ る。 '

 彼 らの 伝統 的 な物 質 文 化 の な か で,現

在 で も生 きな が らえて い る もの は とい え

ば,そ れ はパ ンダ ナ ス 文 化 と コ コナ ッ文

化 ぐ らい で あ る。 まず,パ ンダ ナ ス に つ

い て は,彼 らは,そ の 果 実 や 葉 を 用 い て

い ろ い ろ な もの をつ くる。 パ ンダ ナ ス の

葉 を10数 枚結 び合 わ せ て つ くった アー チ

とよ ば れ る もの(日 本 語 の話 せ るマ ー シ

ャル 人 は,こ れ を"マ ー シ ャル の トタ ン"

とよ ぶ)は,伝 統 的 民 家 の 屋根 と側 壁 と

な る。 ま た,そ の葉 を編 む こ とに よ って,

各 種 の マ ッ ト類,ウ チ ワ,ホ ウキ,帽 子,

ヵ ゴ,袋 な どの生 活 必 需 品 が つ く られ る。

そ して,パ ンダ ナ ス の果 実 は,生 の ま ま

で も食 べ られ る し,そ れを 茄 で て 保 存 食

に もな る。 つ ぎ に,コ コ ナ ツ も よ く利 用

され る。 ま ず,コ コ ナ ッ の木 の葉 を用 い

て,各 種 の カ ゴ類 とマ ッ ト類 が つ く られ

る。 コ コナ ツの実 の殻 は容 器 と な る し,
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殻 と外皮 の あ い だ の繊 維 を編 んで ロ ー プ

が で き る。外 皮 は天 日干 しに して,燃 料

と して 使 う。 も ち ろん,コ コナ ッ の ジ ュ

ー スや コブ ラは 食物 と して も重 要 で あ る

し,ま た民 間 薬 と して も用 い られ る。 こ

の よ うに,パ ンダ ナ ス と」 コナ ツか ら生

み 出 され る物 質 文化 は,マ ー シ ャル 人 の

日常 生 活 で い ま だ に重 要 な役 割 を果 して

い る。

　 パ ンダ ナ ス と コ コナ ツ の ほか に,も う

一 つ 忘 れ て な らな い もの が あ る
。 そ れ は,

カ ヌー で あ る。 海 の 民族 で あ る オ セ ア ニ

ア の諸 民 族 の な か で も,と くに マ ー シ ャ

ル 人 は偉 大 な る航 海者 と して有 名で あ っ

た。 羅 針 盤 こそ発 明 しな か った が,し か

しそれ に優 る と も劣 らな い,彼 ら独 自 の

優 れ た航 海 術 を 身 に つ け て い た。 ス テ ィ

ック・チ ャー トを あみ だ し,星 座 や波 浪 や

渡 り鳥 な ど,天 文 ・海 洋 の 知識 を巧 み に

応 用 して,あ の 広 大 なマ ー シ ャル 諸 島 の

島 か ら島 を航 海 した 。 け れ ど も,現 在 の

マー シ ャル 人 た ちは,モ ー タ ー ボ ー トや

汽 船 の導 入 に よ って,カ ヌ ー に よ る長 距

離 の航 海 を もは や必 要 と しな くな った 。

そ の た め,優 れ た航 海 術 は忘 れ られ て し

ま った。 しか し,い まで も環 礁 内 で の 重

要 な 交 通 機 関 と して,カ ヌー が 頻 繁 に使

わ れ て い る。 そ こで 偉 大 な る航 海 者 の名

ご りを と どめ るマ ー シ ャル 諸 島 の カ ヌー

を ぜ ひ と も収集 しな け れ ば な らな い。

　 と ころ で,現 在 の マ ー シャル に は,大

き く分 け て2種 類 の カ ヌー が あ る。 帆走

カ ヌー と手 漕 ぎカ ヌ ーで あ る。 で き る こ

とな ら,こ の2種 類 の カ ヌー と も収 集 す

る予 定 で あ る。

15.風 の 季 節

　 前 回,マ ー シ ャル に来 た とき に は,ミ

リ環 礁 に約3ヵ 月 間滞 在 し,民 族 資 料 の

収 集 を お こ な った 。 そ の と きに,か な り

の成 果 を 収 め る こ とが で きた ので,今 回

もで き る こ とな ら,ミ リ環礁 に行 きた い。

しか し,こ こで 問 題 に な るの は,ミ リ環

礁 へ の船 の便 で あ る。 ミ リ環 礁 に行 くに

は,200ト ン ぐ らい の コブ ラ採 集 船 に乗

って 行 く以外 に方 法 が な い。 そ こで,船

便 につ いて 調 べ て み る。 しか し,運 の悪

い こ とに は,す で に11月 に,ミ リ環 礁 に

船 が行 った ので,つ ぎ は ク リス マ ス前 ご

ろで な い と船 便 が な い との こ とで あ る。

した が って,残 念 なが ら,ミ リ環 礁 行 き

を 断念 しな け れば な らな い。

写真6　 マーシャル諸 島の

　 　 　 手漕ぎカヌー

　 　 　 　ミリ環礁タカイワ島にて
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 そ こで 方針 を変 えて,マ ジ ュ ロ環礁 の

す ぐとな りの アル ノ環 礁 に行 くこ とに 決

め る。 マ ジ ュ ロ環 礁 で資 料 の収 集 が で き

れ ば よ い の だ が,こ こは い まや マ ー シ ャ

ル 諸 島 の 中 心地 で あ り,各 環 礁 か ら人 が

集 ま って来 て,過 密 化 が進 んで い る。 そ

の うえ に,外 国か ら新 しい物 が つ ぎつ ぎ

に 入 って きて い る の で,伝 統 的 な物 質 文

化 は ほ とん ど姿 を消 して い る。 だ か ら,

マ ジ ュ ロ環 礁 以 外 の環 礁 に 行 か な けれ ば
,

い い もの を集 め る こ とは で きな い 。

 で は なぜaア ル ノ環 礁 に 行 く こ とに決

め たか と い う と,ア ル ノ環 礁 で あ れ ば,マ

ジ ュ ロ環 礁 か ら大 型 の モ ー ター ボ ー トで

約1時 間 半 ぐらい で行 け るか らで あ る。

滞 在 日数 が限 られ て い るの で,確 実 に マ

ジ ュ ロ環 礁 に も どれ る と こ ろで な い とだ

めで あ る。 も ち ろん,マ ジ ュ ロ環 礁 か ら,

で き るだ け遠 くの 環礁 ほ ど,よ り伝 統 的

な物 質 文 化 が残 って い る可 能 性 が あ る。

しか し,そ の よ うな離 島で あ れ ば,一 度

行 った が 最 後,3カ 月 に一 度 ぐ らい しか

船 便 が な い。 出張 期 間 の短 か い こ とを恨

む ばか りで あ る。

 アル ノ環 礁 に行 く こ とに 決 め た ので,

早 速,大 型 の モ ー ター ボ ー トを もつC氏

と交 渉 す る。 そ の結 果,わ た しを アル ノ

環 礁 まで 連 れ て行 って くれ る こ とに な っ

た 。 これ で や っ と行 動 開 始 で あ る。 しか

し,こ こで ま た一 つ の 問題 が生 じた。 そ

れ は,こ こ数 日,風 波 が 強 い た め,モ ー

ター ボ ー トを 出せ な い こ とがわ か った 。

風 が 強 い と きの太 平 洋 の荒 渡 を モー ター

ボー トで の り切 って ゆ く こ とは 無 理 で あ

る。 風 が お さ ま る まで 待 た な くて は な ら

ない 。             、

 と こ ろで,マ ー シ ャル に は,2つ の 季

節 が あ る。ahaneahの 季 節 とrakの 季

節 で あ る 。ahaneah〔 ら季 節 は"風 の 季節"

で あ り,rakの 季節 は"雨 の季 節"で あ

る。"風 の季節"は 大 体11月 か ら4月 に

か けて で あ る。 だか ら,い ま は"風 の季

節"の は じま りで あ る。 この 季節 は,雨

が 少 な く,北 東 の強 い風 が 吹 く。 そ の た

め,こ の季 節 に は,9よ ほ ど風 が弱 い とき

で な け れ ば,カ ヌー や モ ー ター ボ ー トな

どの 小船 で,外 洋 に 出て ゆ く こ とは危 険

で あ る。

 アル ノ環 礁 に 行 くこ とに決 心 した の に,

風 が なか なか お さま らず,ま った く身 動

き が と れ ない 。 そ こで この間 に,マ ジ ュ

ロ環 礁 の なか で,も っ と も伝 統 文 化 が残

って い る とされ る ロー ラ島 に行 き,目 に

つ く もの を少 し収集 す る。 しか し,こ こ

で も伝 統 的 な物 質文 化 は,ほ とん ど姿 を

消 しつ つ あ る。 た だ し,ち ょ うど完 成 し

た ばか りの手 漕 ぎカ ヌ ー のか な りい い も

のを 見 か けた。 後 日,も う一 度 きて,く

わ し く調 べ て み る こ とに す る。

16. ミリ環礁からきた小船

 収 集 の仕 事 が思 うよ うには か ど らな い

ので,気 は あせ る の だが,な に しろ相 手

が 自然 の こ と故,ど うに もな らな い 。 相

変 らず,強 い風 が 吹 きま くって い る。 し

か し,こ の風 波 の強 い最 中 を 一 隻 の 小 船

(全 長約8メ ー トル)が マ ジ ュ ロ港 に 入

って きた 。 ミ リ環 礁 か らの 船 で あ る。 聞

けば,昨 年 ミ リ環 礁 で た い へ ん お 世 話 に

な った シゲ ル 氏(具 志 氏 の 長 男)も そ の

船 に 乗 って き た ら しい。 ミ リ環礁 で,主

食 の米 が ほ とん ど な くな った た め に,危

険 を お か して 米 を 求 め に きた の で あ る。

も ちろ ん,コ ブ ラを 満載 して きて い た 。

早速,シ ゲ ル 氏 に 会 いに 行 く。 シゲ ル 氏

は,わ た しを 見 て,と て も喜 んで くれ,
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歓 迎 して くれ た。 そ して彼 は,ミ リ環 礁

に あ る,彼 の島(タ カ イ ワ島)に,も う一

度 ぜ ひ来 る よ う に と誘 って くれ た。 彼 は

3日 後 に,小 船 で ま た ミ リ環 礁 に帰 る予

定 で あ った。 わ た しは,去 年,そ の島 に

約3カ 月 滞 在 して,シ ゲ ル氏 の ご家 族 と

寝 食 を と もに した。 だ か ら,シ ゲ ル 氏 の

誘 い で,こ ころが う こ いた 。 しか し,問

題 とな る の は,帰 りの 船 便 の こ とで あ

る。 ク リス マ ス前 に,ミ リ環礁 に行 く船

便 の あ る こ とは知 って いた 。 しか し,マ

ー シ ャル で は
,予 定 は常 に 未 定 で あ り,

あて に な らな い。 今 回 の よ うな 短 期 間 の

出張 で は,リ ス ク の と もな う こ とは 避 け

て お い た 方 が無 難 で あ る。 リス ク とい え

ば,あ の よ うな 小船 で,こ の強 い風 の と

きに,荒 波 に の りだせ ば,事 故 が お こ ら

な い と もか ぎ らな い。 シゲ ル 氏 の 話 に よ

れ ば,や は り無 茶苦 茶 に ゆ れ る よ うで あ

る。 ど ち らに して も,危 険 な こ と は避 け

て お いた 方 が よ さそ うだ 。

 12月5日 にな って,よ うや く風 が お さ

ま って きた 。 待 つ こ と,ち ょ うど一 週 間

で あ る。 夕 方,C氏 が ホ テ ル に きて,明

日は よい 天 気 に な るの で,明 朝,わ た し

を アル ノ環 礁 に連 れ て 行 くと約 束 して く

れ る。 そ して,前 金 を 要 求 され る 。前 金

を払 って,契 約 が 成 立 した 。 これ で,や

っ と本 格 的 に活 動 開 始 で き る。 そ うい え

ば,シ ゲ ル 氏 も明 日の 夕 方,ミ リ環 礁 に

む けて 出発 す る との ことで あ った 。 そ の

夜,わ た しは シゲ ル 氏 を 訪 問 して,ま た

の再 会 を約 して別 れ た。

 明 けて,12月6日 。 予 想 どお り,今 日

は快 晴 で あ る。 風 もな く,波 もな い。 朝

8時 に,迎 え の 人 が く る こ とに な って い

た の で,準 備 を と との え,ホ テ ル で 待 つ。

とこ ろが 定 刻 にな って も誰 も こな い。9
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時 に な って も,ま だ こな い。 ど う もお か

しい と思 って調 べ て み た と ころ,C氏 は,

朝6時 ご ろに カ ツオ漁 に 出 か け た ことが

わ か った 。 昨 日,ち ゃん と前 金 まで 渡 し

て 約 束 を して お い た の に,な ん とい うこ

とで あ ろ う。 す ぐに,彼 の奥 さ ん に会 い,

前 金 を と りも どす 。 聞 け ば,今 晩か らま

た天 気 が 悪 くな る らしい 。 そ の た め,今

日の う ち に,カ ツオ漁 に 出 た ので あ る。

わ た しを アル ノ環礁 に 連 れ て ゆ くよ り も,

カ ッ オ を た くさん 釣 って きて,マ ー ケ ッ

トで売 った方 が金 に な る ら しい。

 そ こで,C氏 の ほか に大 型 の モ ー タ ー

ボ ー トを も って い る人 が3人 い るの で,

す ぐに そ れ らの ひ と び と の と こ ろに 行 っ

て,今 日中 に ア ル ノ環 礁 まで 連 れ て 行 っ

て くれ る よ うに頼 んで み る。 しか し,そ

の う ちの2人 の モ ー ター ボ ー トは,故 障

修 理 中 で だ め 。 そ して 残 りの1人 の モ ー

ター ボ0ト は,今 朝 す で に ア ル ノ環 礁 に

人 を 運 ん で 行 った そ うで,こ れ もだ め。

そ こで,明 日連 れ て行 って くれ と頼 ん だ

が,今 夕 か ら天 気 が悪 くな る の で,当 分

の あい だ モ ー ター ボ ー トは 出せ な い との

返 事 を も ら う。 これ で,つ い に八 方 塞 が

りで あ る。 この まま で は,満 足 の ゆ く収

集 の 仕 事 はで き ない 。 ど うや ら,最 後 の

決 断 を くだ す ときが きた よ うだ 。 あ て に

な らな い人 を 頼 って,ア ル ノ 環礁 に行 く

よ り も,確 実 に信 用 の で き る シゲ ル 氏 を

頼 って ミ リ環 礁 に行 くの が 一番 よ さそ う

だ 。荒 海 の な か を小 船 で 航 海 す る こ とに

つ い て は,一 抹 の不 安 を 残 す が,し か し

も う こ うな って は,ほ か に 方 法 が な い。

盲 蛇 に 怖 じず,と い う心 境 で,思 い 切 っ

て ミ リ環礁 に行 く こ とに決 心 す る。考 え

て み れ ば,ど うや ら,最 初 か ら ミ リ環 礁

に行 く運 命 に あ った のか も しれ ない 。
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 しか し,ク リスマ ス前 に,ミ リ環 礁 に

行 く船 が あ るか ど うかに つ い て は,も う

一 度 確認 して お く必 要 が あ る
。 帰 りの船

便 が な け れ ば ミ リ環 礁 に 行 け な い か らで

あ る。 そ こで,District Officeの 船 の

運 航 を 担 当す る係 員 に会 った と こ ろ,ク

リスマ ス 用 の 物 資 を は こばな い とい け な

い ので,ク リス マ ス 前 に は絶 対 に ミ リ環

礁 に船 を まわ す つ も りだ,と 彼 は言 う。

そ の言 葉 を信 じ るほ か な い。

17。 ミ リ環 礁 へ

 12月6日 の午 後5時 に,小 船 はマ ジ ュ

ロ港 を 出発 した 。 船 に は,米,カ ンヅ メ,

ガ ソ リン,ト タ ン板 を は じめ と して,多

くの生 活 必 需 品が 積 み 込 ま れて い た。 そ

れ に して も,な ん と小 さ な船 で あ ろ うか 。

全 長約8メ ー トル で,幅 約2.5メ0ト ル

ほ どの小 船 で あ る。 そ の うえ に,船 に は

デ ィーゼ ル ・エ ンジ ンが 一 基 あ るだ け で,

そ れ以 外 に羅 針 盤 もな けれ ば,無 電 も装

備 され て い な い。 た だ,70歳 を 越 え た,

白 髪 の老 船 長 の永 年 培 わ れた カ ンだ け が

頼 りで あ る。 本 当 に,こ の よ うな小 船 で,

太平 洋 の荒 波 を無 事 に乗 り切 れ るの で あ

ろ うか。 この船 に は,シ ゲ ル 氏 とわ た し

の ほ か に,ミ リ環 礁 へ 帰 る人 が13名 も乗

り込 ん で い る。

 マ ジ ュ ロ環 礁 の ラグ ー ンの な か は,波

もな く,快 適 で あ る。 わ た し も甲板 で皆

と冗談 を言 い合 うほ ど の余 裕 が あ った。

しか し,1時 間半 ほ どか か って,マ ジ ュ

ロ環礁 の な か を横 断 して チ ャネ ル を通 過

し,外 洋 に 出 る とと た ん に波 が荒 くな る。

そ こで,わ た しは急 いで,船 底 に も ぐ り

込 む 。 そ こに は も うす で に何 人 か の 人 た

ちが 横 に な って い た 。 コ ブ ラの あの 独特

の 臭 い と人 い き れで む っ とす る。 しか し,

船 の 揺 れ が ひ ど い の で,わ た しもす ぐに

横 に な る。

 少 しま ど ろん で か ら,目 が さ め る。 揺

れ が ひ どい 。 そ して気 分 が とて も悪 い。

薄 明 りの なか で,時 計 を 見 る と,も う午

後10時 だ 。 そ れ に して も,な ん と激 しい

揺 れ方 だ ろ う。 波 を か ぶ るた び に,船 が

き しむ音 がす る。 いま に も波 に お しつ ぶ

され そ うな音 だ 。 気 分 が 悪 く,嘔 吐 しそ

うに な る ので,船 底 か らは い 出 る。 す る

と,荒 れ る波 の 間 に 間 に0灯 が 近 くに 見 え

か くれす る。 「あ れ は何 か」とた ず ね た ら,

「あ れ は マ ジ ュ ロの 町 の灯 」との答 が あ る。

そ れ を 聞 いて,わ た しは愕 然 とす る。 マ

ジ ュ ロ港 を 出発 して か ら,も うす で に5

時 間 も経 つ とい うの に,ま だ マ ジ ュ ロの

近 くを 航 行 して い るの で あ る(あ とで 聞

いた 話 に よ る と,波 が荒 い ので,遠 回 り

に は な るが,横 波 を避 けて,マ ジ ュロ環

礁 の裏 海 岸 を 通 るル ー トを と った の だ そ

うだ)。

 依 然 と して 気 分 が 悪 い ので,甲 板 の と

ころ に うず くま る。 そ こは,波 もか ぶ る

し,雨 もか ぶ るの で,シ ゲ ル氏 は船 底 の

方 が安 全 だか ら,な か に 入 って い る よ う

に と注 意 して くれ る。 しか し,船 底 に入

った ら,す ぐに で も嘔 吐 しそ うで あ る。

波 を かぶ って も,こ この 方 が い い 。 しか

し,頭 を あげ て い る と,く ら く らす るの

で,甲 板 の柱 に しが み つ い て,頭 を かか

え込 んで,う ず くま るの み で あ る。 波 と

雨 を ま と もに うけ て,体 が び し ょぬ れ に

な る。 とて も寒 い 。 しか し,た だ ひ たす

ら,う ず くま るの み で あ る。 わ た しの横

で,マ ー シ ャル 人 の 若者 が激 し く嘔 吐 し

て い る。

 午 前2時 ご ろ に,ア ル ノ環 礁 の近 くを

通 りす ぎ る。 そ こか ら,ま た一 段 と風 雨
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が 強 ま り,横 波 を ま と もに 受 け るよ うに

な る。 ま さ に,嵐 のな か を 航 海 して い る

よ うで あ る。 老 船 長 と シゲ ル 氏 とほ か に

数 人 の男 た ち は,一 睡 もせ ず に,舵 を し

っか り と と り,ま た荷 くず れ して い な い

か と点 検 して い る。彼 らは,や は り偉 大

な航 海 者 た ちの末 商 なの だ 。 しか し,途

中 で何 度 か,エ ンジ ンが 止 ま る。 そ の た

び に,こ の ま ま漂 流 して しま うの で は な

い か とひや ひ やす る。 そ う して い る う ち

に も,大 きな横 波 を ま と もに受 け,波 が

甲板 を か け抜 け る。 そ のた び に,わ た し

は 必 死 で柱 に しが み つ く。 船 長 や シゲ ル

氏 た ち も必 死 で あ る。彼 らの必 死 の形 相

を み る と,ま す ます 不 安 な気 持 に お そ わ

れ る。 ど うや ら,わ た しは判 断 を あや ま
       U

った よ うだ 。 や は り,数 日待 って で も,

アル ノ 環礁 の方 に行 った方 が よか った 。

だ が,も う遅 い 。 あ とは,も う運 を天 に

まか せ るの みで あ る。

 や が て,夜 が 明 ける。 結 局,わ た しは

一 睡 もせ ず に
,雨 と風 と波 を ま と もに う

け なが ら 甲板 で うず くま って,夜 を 明 か

した こ とに な る。 夜 が 明 け て,あ た りが

は っき り して くる と,ま た して も絶 望 感

に襲 わ れ る。 船 の 何倍 もの高 さ の大 波 が

うね って い る ので あ る。大 波 が,わ た し

の上 に の しか か って く るよ うな幻 覚 に と

らわ れ る。 も う一刻 も早 く,こ の場 を の

が れ た い 。

 そ う して い る うち に,朝 の8時 ごろ に

な って,一 人 の男 が 突 然,』島 が 見 え た と

さ け ん だ。 そ れ を聞 いて,わ た し も重 い

頭 を あ げ て,前 方 を見 る。 しか し,何 も

見 え な い。 見 え る の は,た だ 大波 ば か り

で あ る。 そ れ か らまた1時 間 ほ ど走 って

か ら,よ うや くわ た しの 目に も島影 が見

え た 。 そ れ を見 た と き,本 当 に うれ しか
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った。 ど うや ら,わ た しは 助 か った よ う

だ。 しか し,そ う思 うの は,ま だ 早 か っ

た 。 なか なか 島 に 近 づ け な い の だ 。 も う

す ぐそ こに 見 え て い るの に,大 波 の な か

で,島 が 見 えか くれ す る。 午 前10時 前 に

な って,あ と一 歩 の と ころ まで くる。 し

か し,チ ャネル を通 る のが,ま た 大 変 の

よ うで あ る。 船 が 横 波 を ま と もに うけ る

か らで あ る。 大 揺 れ しなが ら,チ ャネ ル

を無 事 に通 過 す る。 す ぐそ こに タカ イ ワ

島 が あ る。 わ た しは,無 事 に ミ リ環 礁 に

着 い た の だ 。

 18.な つ か しの タ カイ ワ島

 12月7日 の午 前10時 過 ぎ,無 事 に タ カ

イ ワ島 に到 着 す る。 実 に17時 間 もe睡 も

せ ず に,船 に揺 られて い た こ とに な る。

す ぐに,シ ゲ ル 氏 の息 子 さ ん た ちが,モ

ー ター ボ ー トで迎 え に き て くれ る。 息 子

さん た ちは,わ た しの姿 を見 つ けて,び

っ くり して,手 を ふ って い る。 タ カ イ ワ

島 に上 陸 して,皆 の歓 迎 を受 け る。 しか

し,ま だ頭 が く ら く らす る し,気 分 も悪

い。 そ の うえ に,島 全 体 が大 き く揺 れ て

い る よ うで あ る。す ぐに横 に な った方 が

よ さ そ うだ 。結 局,こ の あ とで,約4時

間 ほ ど,ぐ っす り と眠 った 。

 そ の夜,タ カ イ ワ島 の ひ とび とが総 出

で,わ た しを 歓 迎 す る儀 式 を お こな って

くれ た。 島 の女 性 と子 供 た ちが,手 に手

に カ ゴ をぶ らさ げて い る。 その な か に は,

パ ンの実,パ ンダ ナ ス の 実,コ コナ ツ の

実,パ ン モ チ,大 きな 貝殻 な どが入 って

い る。 ニ ワ トリを一 羽 も った男 の子 もい

る。 た くさん の 花輪 を首 に か け て も らい,

そ れ らの贈 り もの を 受 け る。 そ の あ とで,

彼 らは歓 迎 の歌 を うた って くれ る。 最 後

に,シ ゲ ル 氏 の 奥 さん が,長 々 と歓 迎 の
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写真7 マーシャル諸 島の伝

    統的住居

    ミリ環礁タカイワ島にて

辞 を の べ て くれ る。 この よ うな 歓迎 の仕

方 は,む か し島 に酋 長 が来 た と きに お こ

な って い た歓 迎 の儀 式 と同 じもの だ そ う

だ 。 タ カ イ ワ 島 の ひ とび との暖 か い思 い

や りが ひ しひ しと伝 わ って くる 。 や は り,

苦 労 を して,タ カ イ ワ島 に もど って来 た

か い が あ った 。

 タ カ イ ワ島 の 人 ロは,前 回来 た と き よ

り も減 って い た 。 こ の前 は,7家 族 で65

人 い た が,そ の うち3家 族 が別 の 島 に移

り,そ の か わ りに1家 族 が タカ イ ワ 島 に

や って きた 。 そ のた め,い ま は5家 族 で

40人 にな って い た。 マ ー シ ャル で は,大

き な集 落 が 形 成 さ れ る ことな く,ひ とび

とは 島 々 に散 らば って,小 さな 集 落 を 形

成 して 生 活 を して い る。 な に しろ,島 が

多 い の で,1カ 所 に集 ま る必 要 が な い。

た とえ ば,ミ リ環 礁 は92の 島 々か ら成 っ

て い る。

 タ カ イ ワ 島 に到 着 した翌 朝 か ら,収 集

の仕 事 を は じめ る。 これ か ら,マ ジ ュ ロ

に帰 るま で の 日 々を有 効 に 使 わ ね ば な ら

な い 。 そ こで,シ ゲ ル氏 に た の ん で,彼

の モ ー ター ボ ー トで,ミ リ環 礁 の 島 々 を

で き るだ け 数 多 く訪 問 す る つ も り で あ

る。前 回 の滞 在 期 間 中 に,ミ リ環 礁 の 多

くの 島 々で 知 人 が で きた の で,彼 らに再

会 して 民 族 資 料 の 収 集 の 協 力 を して も ら

うつ も りで あ る。 結 局,ア ニ ール 島,ナ

ンル ー 島,ミ リ本 島,エ ニ チ ェ ッ ト島,

ル ク ノー ル 島 な ど の 島 々を 再 訪 して 多 く

の資 料 を集 め る こ とがで き た。

 12月12日 の 夜 の ラジ オ放 送 で,ミ リ環

礁 に船 が 来 る こ とが伝 え られた 。 その船

は,先 に ア ル ノ環 礁 に寄 って か ら,ミ リ

環 礁 に来 るそ うだ 。 この放 送 を聞 いて ほ

っ と した 。 も し この船 が来 な け れ ば,い

つ マ ジ ュ ロ環 礁 に もど れ る か わか らな い

か らで あ る。

 結 局,12月16日 に船 が ミ リ環 礁 に入 っ

た とい う知 らせ が くる。環 礁 の生 活 で は,

携 帯 用 無 線 機 が 重 要 な役 割 を果 して い る。

マ ー シャル の ほ とん どの家 庭で は,日 本

製 の携 帯 用 無 線 機 を も って お り,毎 晩 、

た が い に交 信 しな が ら,い ろ い ろ なニ ュ

ー ス を伝 え合 う
。船 は ミ リ環 礁 の主 な島

々を 回 って か ら,12月18日 の夜 に タ カ イ

ワ 島 の沖 合 に 着 く。 コブ ラを集 めて,米

な どの生 活 必 需 品 を お ろす 。 そ して,船

はす ぐに 出発 す る こ とに な る。

 い よ い よ,タ カ イ ワ島 の 人 々 と もお別

れ で あ る。 別 れ は,い つ の 場合 に も,つ
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らい もの で あ る。 彼 ら とい つ ま た会 え る

と もわ か らな い と思 うと,な お の こ と別

れ が つ ら くな る 。 タ カ イ ワ島 の人 々全 員

が,わ た しを見 送 る た めに 集 ま って い る。

わ た しは,そ の一 人 一 人 と 固 く握 手 を す

る。 最 後 に シゲ ル 氏 と握 手 をす る。 た が

い に,無 言 で あ る。 言 葉 が で な い 。 わ た

しは,た だ一 言,マ ー シ ャル語 で,「 あ り

が と う」 とい った。 シゲ ル 氏 の 目に光 る

もの が あ った。 わ た しは,急 い で,モ ー

ター ボ ー トに か け 寄 る。 夜 の別 れ は,よ

けい に人 を物 悲 し くさせ る よ うだ 。 モ ー

ター ボー トか ら船 に乗 り移 る。 す る と,

船 は静 か に動 き は じめ る。 次 第 に,タ カ

イ ワ島 の と も し火 が小 さ くな って ゆ く。

いつ の 日に か,き っと また タカ イ ワ島 に

も ど って くるつ も りだ 。

19.収 集 お わ る

 12月19日 の朝,ミ リ環 礁 か らマ ジ ュ ロ

環 礁 に もど って くる。 今 度 の航 海 は,船

が 大 きい し,波 もそ れ ほ ど荒 くな か った

の で,た いへ ん 楽 で あ った 。

 帰 国 す る ま で に,あ と残 され た仕 事 は,

カ ヌー の購 入 の件 だ けで あ る。 ミ リ環 礁

で も,カ ヌ ー を探 したが,な か な か い い

カ ヌー が見 つ か らなか った 。 そ こで,ま

ず 手 漕 ぎカ ヌ ー は,以 前 に マ ジ ュ ロ環 礁

の ロー ラ島 で見 か け た もの が,い ま ま で

の なか で,一 番 い い もので あ った の で,

可 能 な らば そ れ を購 入 した く思 う。 マ ジ

ュ ロ環 礁 に もど って す ぐに ロー ラ島 に行

き,そ の交 渉 を す る。 カ ヌー の 所有 者 は,

最 初,法 外 な金 を要 求 して きた 。 しか し,

わ た しは ロー ラ島 の有 力 者 と知 り合 い で

あ った の で,そ の人 を通 じて,話 を うま

くま とめ て も ら うこ とに成 功 した 。 これ

で ま ず,手 漕 ぎ カ ヌー を収 集 で き た。
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 しか し,帆 走 カ ヌー は も っ と遠 くの環

礁 に 行か な い とだ め の よ うで あ る。 多 く

の ひ とび と の話 を総 合 す る と,エ ボ ン環

礁 の 帆走 カ ヌー が 一番 伝 統 的形 態 を残 し

て い る よ うで あ る。 同 じ展示 す る の な ら,

一 番 い い もの を 展 示 した い
。 そ こで,エ

ボ ン環 礁 の出 身 の 人 で,カ ヌ0の こ とに

つ いて くわ しい 人 に,伝 統 的 な カ ヌー を

見 つ けて くれ る よ うに依 頼 す る。 しか し,

今 回 のわ た しの滞 在 中 に購 入す る こ とは

無 理 で あ る。 で きれ ば,次 年度 の予 算 で

購 入 で き れ ば とお も う。

 結 局,マ0シ ャル で は,総 計170点 の

資 料 を収 集 で きた 。 これ らの資 料 のす べ

て につ いて,収 集 カ ー ドに必 要 事 項 を記

載 し,荷 札 を つ けて,ポ ラ ロイ ド ・カ メ

ラで 写 真 を と った 。 あ とは,こ れ らの資

料 を,マ ジ ュ ロ と 日本 を結 ぶ,大 和 海 運

の定 期 船 に積 み込 む だ け で あ る。 大 和 海

運 の代 理 店 で あ る, KITCO(Kwajalein

Import-Export Trading Company)に

収 集 資 料 を 託 せ ば よ い。 しか し,そ の前

に も う一 つ,ぜ ひ と も して おか ね ば な ら

な い こ とが あ る。 昨年,海 洋 博 の海 洋 文

化 館 に展 示 す る資 料 を収 集 した とき に,

KITCOを 通 じて,日 本 に送 った 資 料

の う ち,こ わ れ て い た もの が多 か った と

い う。 そ こで,今 回 は,こ わ れ 易 い もの

につ いて は,自 分 で梱 包 をす る。 スー パ

ー マ ーケ ッ トで
,紙 箱 と新 聞紙 とを も ら

って 来 て,て い ね い に梱 包 をす る。 折 角,

苦 労 して 集 めた 資料 が こわ れて 日本 に到

着 した ので は,泣 くに泣 け な い。 丸 一 日

かか って,こ わ れ 易 い もの の梱 包 を終 え

る。

 翌 朝,す べ て の収 集 資 料 を,KITCO

に も って い く。 これで,マ0シ ャル 諸 島

にお け る,わ た しの仕 事 はす べ て お わ っ
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た 。 あ とは,収 集 した資 料 が無 事 に 日本

に到 着 す る ことを 祈 るの み で あ る。

 マ0シ ャル で の 仕 事 が 完了 したの で,

12月25日 に,マ ジ ュ ロ環 礁 を発 つ,ミ ク

ロ ネ シァ航 空 機 に の り,グ ァム に行 くこ

とに決 め る。 当 日の 朝,無 事 に 飛行 機 の

チ ェ ック ・イ ンを完 了 す る。 い よ い よ,

マ ー シ ャル諸 島 に別 れ を つ げ る ときが き

た 。紺 碧 の空,澄 み き った 海,涼 しい ヤ

シの 木 陰,こ ころ あた た か い 人 々な ど,

思 い 出 多 い環 礁 の生 活 と も当 分 お わ か れ

で あ る。 い つ の 日にか,か な らず も う一

度 も ど って く るつ も りで あ る。 見 送 りに

きて くれ た友 人 や 知人 に別 れを つ げ,ミ

ク ロ ネ シ ア航 空 機 の人 とな る。 夕 方,グ

ァ ム に到 着 。 グ ァムで 一 泊 のの ち,翌 朝

の 飛 行 機 に の り,無 事 に大 阪 空 港 に 帰 着

した 。70日 ぶ りの 日本 で あ る。 短 い よ う

で,長 か った 資 料 収集 の旅 の おわ りで あ

る。

 今 回 の旅 で は,総 数429点 の民 族 資 料

を収 集 し,そ の ほか に文 献 資 料 を136点

購入した。いまにして思えば,も っとや

っておきたかったこともある。けれども

その反面,一 応,所 期の目的を達す るこ

とができたという満足感もある。いずれ

に しても,い ま一つの仕事がおわ ったの

である。

 しかし,収 集の仕事がおわったか らと

いって,そ れですべてがおわったわけで

はない。帰国 したのちに,ま ずは じめに,

資料収集臨時資金前渡官吏 ・分任契約担

当官 ・分任物品管理官として,外 国出張

期間中に遂行 した業務に関する必要な書

類の整理をして,業 務報告をしなければ

ならない。そしてまた,わ たしが収集 し

た民族資料は,博 物館に到着後.管 理部

や情報管理施設の多 くのひとびとの手に

よって,整 理 ・保管され,そ ののちに展

示に用いられることとなる。収集のあと

には,こ れらの一連の作業がひかえてい

る。結局,一 つの仕事のおわりは,同 時

にまた新しい仕事のはじまりを意味して

いるのである。
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